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Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
影
響
に
つ
い
て
試
算
を
発
表
し
た
矢
先
、
農
水
省
は
平
成
23
年
度
産
の
減
反
指
令

を
出
し
た
。
前
年
比
２
％
強
の
18
万
ト
ン
の
減
算
。
自
給
率
向
上
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
と
の
矛
盾

は
明
ら
か
で
あ
る
。
民
主
党
農
政
の
中
国
戦
略
と
合
わ
せ
て
、農
水
省
の
嘘
を
読
み
解
い
て
い
く
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
の
農
水
省
、〝
中
国
コ
メ
輸
出
利
権
〟等

自
ら
の
仕
事
づ
く
り
に
も
必
死
の
様
相

第28回

本
誌
副
編
集
長

浅
川
芳
裕

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
影
響
を
示
し
た
農
水
省

試
算
と
民
主
党
農
政
の
論
理
が
い
か
に
破

た
ん
し
て
い
る
か
、
前
号
に
引
き
続
き
暴

い
て
い
く
（
５
つ
の
噓
の
う
ち
、
残
り
の

③
コ
メ
の
減
反
政
策
、
④
農
家
戸
別
所
得

補
償
、
⑤
食
料
自
給
率
）。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
、「
国
産
米

の
九
割
が
外
米
に
奪
わ
れ
る
」、
そ
の
結

果
、「
食
料
自
給
率
が
40
％
か
ら
14
％
に

低
下
す
る
」
と
の
試
算
が
発
表
さ
れ
た
の

が
昨
年
10
月
26
日
。
そ
の
約
１
カ
月
後
の

12
月
１
日
、
農
水
省
は
こ
ん
な
指
令
を
全

国
47
都
道
府
県
に
発
し
て
い
る
。

「
全
国
の
平
成
23
年
産
米
の
生
産
数
量
目

標
に
つ
い
て
は
、
７
９
５
万
ｔ
（
面
積
換

算
す
る
と
１
５
０
万
ha
）
に
決
定
し
ま
し

た
。
都
道
府
県
別
の
目
標
は
以
下
の
と
お

り
で
す
」

生
産
数
量
目
標
と
は
、
最
大
で
ど
れ
だ

け
各
県
が
コ
メ
を
作
る
べ
き
か
、
国
が
指

示
す
る
数
量
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
減
反

政
策
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
自
給
率

が
大
幅
に
ダ
ウ
ン
す
る
と
主
張
す
る
農
水

省
が
自
ら
、
自
給
率
を
下
げ
る
減
反
を
強

化
し
て
い
る
の
だ
。

今
回
、
８
県
を
除
く
す
べ
て
の
都
道
府

県
に
減
産
を
命
じ
た
。
そ
の
結
果
、
前
年

目
標
の
８
１
３
万
ｔ
か
ら
18
万
ｔ
の
減
で

あ
る
。
こ
の
量
は
、
国
民
一
人
あ
た
り
の

コ
メ
の
年
間
消
費
量
が
60
㎏
と
し
て
、

3
0
0
万
人
分
に
及
ぶ
。

減
反
が
強
制
さ
れ
る
１
９
７
０
年
ま

で
、
日
本
は
世
界
３
位
の
コ
メ
生
産
国
で

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
40
年
、
８
０
０
万
ｔ

を
下
回
る
目
標
は
今
回
が
初
め
て
だ
。
減

反
面
積
は
１
０
０
万
ha
に
の
ぼ
る
。
全
水

田
面
積
の
４
割
だ
。過
去
10
年
だ
け
で
も
、

生
産
量
の
１
割
に
当
た
る
80
万
ｔ
の
減
産

を
命
じ
た
こ
と
に
な
る
。

歴
史
上
、
計
画
経
済
は
増
産
の
た
め
に

行
な
わ
れ
る
の
が
通
例
だ
が
、
日
本
で
は

毎
年
、
前
年
比
２
％
の
減
産
に
、
３
３
７

１
億
円
（
10
年
度
）
の
血
税
と
、
公
務
員

約
５
万
人
の
人
件
費
が
か
か
っ
て
い
る
。

減
反
の
目
的
と
し
て
農
水
省
は
、「
コ

メ
の
需
要
に
即
し
て
、需
給
調
整
（
減
反
）

を
進
め
、
価
格
の
安
定
維
持
を
め
ざ
す
」

た
め
だ
と
い
う
。
ど
れ
だ
け
有
害
な
指
令

で
あ
っ
て
も
、
減
反
を
正
当
化
す
る
法
律

（
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に

関
す
る
法
律
）
の
も
と
、
合
法
な
行
政
行

為
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
減
反
と

は
、
当
局
が
コ
メ
の
価
格
を
維
持
し
よ
う

と
い
う
国
家
カ
ル
テ
ル
政
策
な
の
だ
。

こ
こ
で
驚
く
の
は
ま
だ
早
い
。

減
反
指
令
の
２
週
間
後
、
農
水
省
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
よ
る
農
業
壊
滅
論
を
武
器
に
、
来

年
度
の
概
算
要
求
額
２
兆
４
０
０
０
億
円

超
を
財
務
省
と
の
折
衝
で
ほ
ぼ
認
め
さ
せ

て
い
る
。
中
で
も
、「
農
業
者
戸
別
所
得

補
償
」関
連
予
算
９
０
０
０
億
円
は
満
額
、

了
解
を
得
て
い
る
。
民
主
党
が
そ
の
実
績

を
自
負
し
て
い
る
数
少
な
い
政
策
だ
。

所
得
補
償
の
目
的
は
、「
食
料
自
給
率

を
10
年
後
に
50
％
、
20
年
後
に
60
％
を
達

成
す
る
こ
と
」（
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

と
あ
る
。
し
か
し
、
コ
メ
の
所
得
補
償
を

受
け
る
た
め
に
は
、
減
反
を
履
行
す
る
こ

と
が
条
件
に
な
っ
て
い
る
。

同
じ
時
期
、
菅
直
人
首
相
は
山
形
県
の

農
家
は
本
当
に
赤
字
経
営
な
の
か
!?
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稲
作
経
営
者
グ
ル
ー
プ
を
視
察
し
た
。
長

年
、
減
反
政
策
に
よ
っ
て
「
作
る
自
由
」

を
奪
わ
れ
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
コ
メ
農
家

に
、
減
反
強
化
の
た
め
の
所
得
補
償
予
算

を
確
保
し
な
が
ら
「
ど
う
や
っ
て
自
給
率

を
上
げ
ら
れ
る
の
か
」
と
尋
ね
た
の
だ
。

無
知
蒙
昧
と
言
う
し
か
な
い
。

所
得
補
償
の
も
う
一
つ
の
条
件
に
、「
所

得
補
償
は
標
準
的
な
生
産
費
が
販
売
金
額

を
上
回
る
」
と
農
水
省
が
公
認
す
る
飼
料

米
や
米
粉
用
米
、
麦
や
大
豆
な
ど
の
赤
字

作
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
あ
る
。

さ
ら
に
「
国
内
の
他
の
産
業
と
比
較
し

て
生
産
性
が
低
い
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、

国
が
必
要
な
関
与
を
行
う
こ
と
」「
国
は
、

食
料
自
給
率
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
農

業
経
営
等
の
安
定
が
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
所
得
補
償
制
度
を

導
入
す
る
」
と
民
主
党
の
法
案
に
あ
る
。

農
業
者
は
自
営
業
者
で
あ
り
、
経
営
者

で
あ
る
。
彼
ら
の
誇
り
を
踏
み
に
じ
り
、

他
産
業
よ
り
農
業
が
格
下
だ
と
公
認
す
る

所
得
補
償
法
案
が
、
果
た
し
て
国
会
を
通

過
す
る
の
か
。

案
の
上
、
昨
年
末
、
民
主
党
は
戸
別
所

得
補
償
法
案
提
出
を
見
送
っ
た
。
参
院
で

自
民
党
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
見

越
し
て
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
農
水
省

の
予
算
措
置
で
対
応
す
る
こ
と
を
決
め
た

の
だ
。
来
年
度
予
算
も
、
自
民
党
時
代
の

法
律
（
経
営
安
定
交
付
金
法
）
を
活
用
し
、

鹿
野
道
彦
農
水
大
臣
は
「
支
障
は
な
い
」

と
強
弁
し
な
が
ら
、
農
業
者
を
さ
げ
す
む

制
度
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
。

農
水
省
や
民
主
党
が
言
う
よ
う
に
、
農

家
の
大
半
が
赤
字
で
あ
る
こ
と
が
本
当
で

あ
れ
ば
、
ど
う
や
っ
て
こ
れ
ま
で
事
業
活

動
を
継
続
で
き
た
の
か
。
農
業
は
設
備
産

業
ゆ
え
に
、
借
金
は
あ
っ
て
も
、
農
家
は

押
し
な
べ
て
黒
字
経
営
で
あ
る
。

小
規
模
な
農
家
が
多
い
と
言
わ
れ
る
コ

メ
で
も
、
38
％
を
主
業
農
家
（
農
業
所
得

が
世
帯
所
得
の
半
分
以
上
を
占
め
る
農

家
）
が
作
っ
て
い
る
。
全
国
の
約
３
万
戸

が
、
農
業
所
得
４
０
０
万
円
弱
だ
。
副
業

か
自
給
的
に
稲
作
を
す
る
１
ha
未
満
の
農

家
は
１
１
０
万
戸
以
上
あ
る
が
、
生
産
割

合
は
32
％
と
主
業
農
家
を
下
回
る
。

農
業
所
得
は
赤
字
で
あ
っ
て
も
、
稲
作

副
業
農
家
の
平
均
所
得
は
７
０
０
万
円
以

上
で
あ
る
。
生
活
に
困
窮
し
て
い
な
い
。

勤
労
者
の
平
均
世
帯
所
得
５
５
０
万
円
を

大
き
く
超
え
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
で
、「
自
給
率
が
下
が
っ
て
い
い

の
か
」と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
断
固
反
対
し
な
が
ら
、

「
自
給
率
を
下
げ
る
」
減
反
に
従
順
に
賛

成
す
る
人
々
の
心
理
が
読
み
解
け
る
は
ず

だ
。
米
価
さ
え
維
持
で
き
れ
ば
、
理
由
は

何
で
も
い
い
の
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
運
動
と

は
自
給
率
の
美
名
の
も
と
、
自
由
貿
易
で

米
価
が
下
が
る
こ
と
を
恐
れ
る
米
価
下
落

反
対
運
動
な
の
で
あ
る
。

一
方
、
稲
作
所
得
が
５
０
０
万
円
を
超

え
る
よ
う
な
稲
作
専
業
農
家
は
、
日
本
全

国
で
約
７
０
０
０
戸
し
か
な
い
。
少
数
精

鋭
で
水
田
面
積
の
７
％
を
耕
作
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
数
で
は
、
民
主
党
の

票
田
に
は
と
て
も
な
ら
な
い
。

昨
年
末
に
、
筒
井
信
隆
副
農
相
が
訪
中

し
、
農
水
省
は
国
有
企
業
農
業
発
展
集
団

と
日
本
米
の
中
国
向
け
輸
出
拡
大
で
協
議

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。「
早
期
に
年
間

20
万
ｔ
、
将
来
は
１
０
０
万
ｔ
に
引
き
上

げ
た
い
」（
筒
井
副
農
相
）
と
し
て
い
る
。

農
産
物
の
輸
出
促
進
と
マ
ス
コ
ミ
で
は
肯

定
的
に
と
ら
え
ら
れ
た
が
、
と
ん
で
も
な

い
。農
水
省
が
国
家
貿
易
事
業
体
と
し
て
、

コ
メ
の
輸
出
事
業
に
乗
り
出
す
と
い
う
こ

と
だ
。
２
つ
の
問
題
を
は
ら
む
。

ま
ず
、
民
業
圧
迫
だ
。
国
が
持
っ
て
い

る
日
本
米
と
い
え
ば
、
備
蓄
お
よ
び
米
価

を
維
持
す
る
た
め
に
国
内
で
買
い
上
げ
た

コ
メ
の
在
庫
だ
。
安
値
で
海
外
に
大
量
に

転
売
す
れ
ば
、
少
し
ず
つ
民
間
の
努
力
で

増
え
始
め
て
い
る
輸
出
事
業
を
水
泡
に
帰

さ
せ
る
。
こ
の
場
合
、
納
税
負
担
が
増
え

る
。
逆
に
、買
い
値
よ
り
高
く
売
れ
れ
ば
、

農
水
省
の
特
別
会
計
が
膨
ら
む
。

風
評
面
で
も
心
配
の
種
は
尽
き
な
い
。

ず
さ
ん
な
コ
メ
の
管
理
で
悪
評
高
い
農
水

省
が
低
品
質
の
も
の
を
輸
出
し
、
中
国
で

流
通
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
築
か
れ
て
き
た

高
級
な
日
本
米
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
気
に
崩

壊
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

農
水
省
の
輸
出
米
に
狙
い
を
定
め
、
日

本
へ
の
敵
対
意
識
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
、

「
日
本
産
毒
米
」（
中
国
毒
餃
子
事
件
の
逆

バ
ー
ジ
ョ
ン
）
事
件
を
で
っ
ち
あ
げ
ら
れ

な
い
と
も
限
ら
な
い
。
民
間
の
コ
メ
で
あ

れ
ば
、
仮
に
事
故
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

原
因
が
特
定
で
き
れ
ば
問
題
は
沈
静
化
で

き
る
。
し
か
し
、
国
家
貿
易
は
徹
底
的
に

逆
利
用
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
伴
う
。

農
水
省
が
、
農
水
副
農
相
を
中
国
に
送

り
こ
み
、
格
下
の
中
国
国
営
企
業
と
商
談

さ
せ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
す
で
に
国
辱

的
と
い
え
る
。
中
国
の
見
返
り
は
、
農
業

発
展
集
団
の
運
営
す
る
農
産
物
展
示
場
へ

の
補
助
金
の
提
供
で
あ
る
。

現
在
、
コ
メ
や
麦
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
国
家
貿
易
を
し
て
い
る
先
進
国
は
日
本

だ
け
だ
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
完
全
自
由
化
す
れ
ば
、

農
水
省
の
国
家
貿
易
に
よ
る
業
務
だ
け
で

な
く
、農
政
事
務
所
の
仕
事
も
な
く
な
る
。

　

農
水
省
２
万
６
０
０
０
人
の
職
員
の
う

ち
、
２
万
人
以
上
が
農
政
事
務
所
に
属
す

る
。
ほ
と
ん
ど
が
減
反
順
守
や
ミ
ニ
マ
ム

ア
ク
セ
ス
米
の
管
理
、
新
規
に
施
行
さ
れ

る
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
に
よ
る
取
り

締
ま
り
の
管
理
、
所
得
補
償
の
計
算
、
支

払
な
ど
、
コ
メ
関
連
業
務
に
従
事
す
る
。

コ
メ
の
減
反
、
戸
別
所
得
補
償
、
そ
し

て
自
給
率
政
策
、
全
て
は
農
水
省
の
仕
事

づ
く
り
の
た
め
に
あ
る
。
農
水
省
が
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
断
固
反
対
す
る
理
由
は
、
も
は
や
説

明
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

農
水
省
の
コ
メ
輸
出
事
業
の
リ
ス
ク


